




































































































して､空間を2次元の半径 1のディスクD2とし､9(x)をD2- sU(2)と考えることにする｡ 次
に､このようなg(I)に対して､元のn(I)への境界条件 (6)および(9)に対応するものとして､

























n㌘(∬)-(cos(α+棉 ))sinβ,sil(α+紳 ))silβ ,COSβ) (17)
を考えよう｡ ただしここではディスクD2上に極座標 (r,p)をとり､関数α,βはm,nを整数とし
て境界条件


















































J-Jint｡g｡r+Jfra｡ti｡nalと分離したときの各部分は ､磁場 'Ba‥- Ei]ai(911819)aを用いて















h - M ･ 左 (書芸 一芸 n) 2 (33)
に対しエネルギーE-M+(k-基 n)2/2Kをもつ固有状態gk(¢)-eikQ (kは整数)が求まる｡
この状態はスピン演算子に対 しても固有状態になっており､そのスピン固有値は定数
∫:=Idxsin2βapα
Idxsin2p
J--(k-;n)I
を用いて
(34)
(35)
となる｡定数Iは一般に整数とは限らないから､上のスピン(35)のうちのどの部分が非整数部分な
のか不明瞭である｡ただ､もしここで関数αがpのみ､βがrにのみ依存する関数のときはZ-Q(9)
となり､従来の公式 (8)を再現することがわかる｡ これは前に述べた磁場の等方性がある場合で
あるOより詳細な議論および参考文献は論文 [6日7]を参照されたい｡
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